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伊賀市庁舎整備計画の方針について 

 

１．庁舎整備の基本理念及び候補地選定 

（１）基本理念 

 ① 市民に開かれた、誰もが使いやすい庁舎 

 ② 市民の安全・安心な暮らしを支える防災拠点となる庁舎 

 ③ 伊賀市の歴史性や文化性、市民の誇りや愛着を受け継いでいく庁舎 

 ④ 社会情勢の変化に対応できる、長寿命で柔軟性の高い庁舎 

 ⑤ 環境にやさしい庁舎 

 

（２）候補地選定の方針 

 ① 配置計画 

  ・庁舎の位置や建物形状、方位等に配慮し、環境負荷の低減に努める。 

  ・周辺環境との調和に配慮した計画とする。 

 ② 庁舎規模 

・新庁舎に入る職員数を 514 人と想定し、延床面積は 15,000 ㎡とするが、

更に縮減を図っていく。 

 ③ 駐車場 

  ・駐車台数 770 台（来庁者等 200 台、職員用 460 台、公用車 110 台） 

  ・公用車と来庁者の駐車場は区分し、利用者に配慮した計画とする。 

  ・周囲の交通状況の影響の少ない位置に出入口を計画する。 

④ 防災 

・超巨大地震やその他災害にも耐えうる防災拠点となるよう計画する。 

⑤ 市民サービス 

・広い窓口部門や総合案内所を計画する。 

・市民がスムーズな手続きが出来るよう、総合窓口サービスを計画する。 

⑥ 行政運営 

・将来計画に柔軟に対応できる計画とする。 

・市民ニーズに迅速に対応できる計画とする。 

⑦ 建築・文化 

・市民に長く愛される庁舎を目指す。 

・景観計画に基づき、歴史性や文化性、地域特性などを重視した計画とする。 

⑧ 立地 

・ユニバーサルデザインの考えに基づく立地とする。 

・敷地内通路は、来庁者の安全性を確保する計画とする。 
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２．庁舎整備計画検討の経緯 

年月日 項目 内   容 

H25.12.10 庁舎整備計画検

討委員会答申 

庁舎整備計画検討委員会より、庁舎整備の位置に

ついて、「南庁舎を利活用して、不足分を敷地内に

新築」する案と「三重県伊賀庁舎隣接地に新築」す

る案の２案併記で市長に答申された。 

H25.12.13 議員全員協議会 庁舎整備計画の答申内容を報告した。 

H25.12.24 臨時総合政策会

議 

答申内容を踏まえ、庁舎整備の位置を「三重県伊

賀庁舎隣接地に新築」する案を行政方針とすること

とした。 

 

３．庁舎整備方針の検討 

 【現在地案】南庁舎を改修し、敷地内に不足分を新築 

 【移 転 案】新しい場所に新築（三重県伊賀庁舎隣接地） 

 

 ①利用者の利便性について 

現在地案の場合、公用車や職員用の駐車場が確保できない。 

移転案の場合、全面新築となるため、ユニバーサルデザインの考え方に基づ

いた自由な設計が可能となる。また、県伊賀庁舎隣接地に移転することで、伊

賀警察署やハローワークも含めた行政機能を集約した地域となり、市民が行政

サービスを受ける場合において利便性が高く、県・市等の業務の連携もしやす

くなる。また、十分な駐車場の確保が可能となる。 

 

②防災拠点としての役割について 

  現在地案の場合、液状化における調査を実施しており、液状化発生の可能性

は低いと判断されているが、文献によると現在地付近において液状化発生の履

歴が存在するため、大規模地震時には現在地周辺で液状化発生の可能性が考え

られると報告されている。 

  移転案の場合、災害発生時には市と県の連携や情報共有等において、一層の

強化・円滑化を図ることができる。 

 

③市庁舎整備計画検討委員会の庁舎位置選定結果 

  検討委員会では現在地案・移転案の２案併記で答申されているが、第６回、

又は最後の検討委員会で、委員それぞれに意見を確認したが、どちらの委員会

においても移転案を推す意見が多かった。 
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４．庁舎整備の方針 

 以上の検討から、移転案の方が現在地案より優位性が認められます。将来の伊

賀市のまちづくりの方向性として、権限移譲の更なる進行など今後の行政の動き

を見据え、庁舎は行政機能として、三重県伊賀庁舎隣接地に移転して整備を行う

こととします。また、現在地は文化や歴史、観光などの集客機能を発揮していく

こととして、機能分担を図っていくことが重要と考え、庁舎整備は「三重県伊賀

庁舎隣接地に新築」することを方針とします。 

また、南庁舎の利活用については、検討委員会において、市民アンケートでも

意見の多かった、さまざまな情報発信機能を備えた観光施設や、美術館・資料館

などの歴史文化施設、更には、多機能な複合施設利用も見据えた図書館や市民サ

ービス機能を持った施設とする案など、どのように活用すれば観光資源のたくさ

んあるまちなかが活性するのかという検討も行われましたが、今後、本格的に計

画を策定する際は、専門知識を持った委員等で構成する検討委員会などによる検

討が必要です。 



将来の伊賀市のまちづくりイメージ 
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